
   
 
 

 
 

  
  

  
 

 
 

 

 

 

 新図書館では、今までの図書館にはなかった施設やコーナーがあります。今回は特に、学生の皆さんに役立

つ施設をいくつか紹介します。 

 

● レファレンスカウンター（１階） 

 調査・相談を受け付けるカウンターです。 

 以前の図書館では、貸出・返却カウンターとレファレンスカウンターは一つになっていましたが、新図書館

では別々にし、皆さんが気軽に相談しやすいカウンターになりました。OPAC 用パソコンの前にあるので、検

索の仕方やデータベースの利用方法などお気軽にお尋ね下さい！ 

 

● セルフ・レファレンスコーナー（１階） 

 データベースの利用案内や、皆さんの学習の補助をする「パスファインダー」を置いています。パスファイ

ンダーは、ある課題が出たときに、どういったキーワードで検索したらよいか、どういったツールを使用すれ

ばよいかが書かれています。是非参考にして下さい！ 

 

● 学習室（１階） 

 以前の図書館のときは「まわりがうるさくて勉強に集中できない。」といった声がよく聞かれました。新し

い図書館では、そういったことにわずらわされることがないよう、指定席制の学習室を利用することができま

す。利用する際は必ず、レファレンスカウンターで利用手続きを行って下さい。 

 

● データベース用パソコン（各階） 

 １階レファンレンスカウンター前にある OPAC 用パソコン（４台）とは別に、各階それぞれにデータベー

ス用パソコンがあります。ログイン方法は情報システムセンターのパソコンと同じです。利用が終わったら、

必ずログアウトして下さい。 

※ 学術研究･課題で使用するためのパソコンです。それ以外の用途では使用しないで下さい。 

※ フラッシュメモリを使用することはできません。 

※ Office は使用できません。 

※ データベース用パソコンで表示したものをプリントアウトすることはできません。 
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 今年もクリスマスが近づいてきました。 

 皆さんが幼いころ、この時期になるとクリスマスを題材にした絵本を読んだのではないでしょうか？ 

 今回の梅だよりは、誰もが知っている絵本や児童文学に描かれたクリスマスを紹介します。 

 

◆『クリスマス・キャロル』チャールズ・ディケンズ 

 世界でもっとも有名な、クリスマスを題材にした小説です。 

 クリスマス･イブの夜、吝嗇家で有名なスクルージの元に、昔一緒に仕事をしていたマーレイの亡霊がやっ

てきます。スクルージと同じような性格だったマーレイは、死後の世界で苦しんでいる自分とスクルージに同

じ道を歩んで欲しくないと告げ、さらにスクルージを改心させるために三人の精霊が訪れることを告げます。

夜になり、スクルージが自宅へ帰ると、マーレイが告げたように一人目の精霊が現れます。精霊はスクルージ

にどんなことをするのでしょうか。 

 

【所蔵】 

 『クリスマス・キャロル』チャールズ・ディケンズ 著, 中川敏 訳（集英社 / 1997）P933.6/D 開架 

 『A Christmas carol』Charles Dickens（Hodder and Stoughton）933.6/D 保存書庫・洋書 

 『ミッキーのクリスマスキャロル』（講談社 / 2001）909/D/12 開架 

…他 

 

◆『おもしろ荘の子どもたち』アスリッド・リンドグレーン 

 『長くつしたのピッピ』でお馴染みのリンドグレーンの著作です。 

 川のそばの大きな赤い家《おもしろ荘》に住む子どもたちの一年を描いた作品です。クリスマスを間近に控

えたある日、子どもたちはこんな会話をします。 

 

 ―――「クリスマスがあるのは、なんてけっこうなことなんでしょう。なにかのひょうしでクリスマスを思
いついた人がいるなんて、最高だわ。」 『おもしろ荘の子どもたち』158 ページ 

 

 クリスマスを迎える物語はこの言葉から始まり、子どもたちがいかにクリスマスを楽しみにしているかが描

かれています。 

 

【所蔵】 

 『おもしろ荘の子どもたち』アスリッド･リンドグレーン, 石井登志子 訳（岩波書店 / 1987） 

949.837/L/20 開架 

 

 

 



◆『輝きの季節 ターシャ･テューダーと子どもたちの一年』ターシャ・テューダー 

 著者であるターシャ・テューダーが、子どもたちと準備をし、楽しんだ年中行事が綴られている作品です。

日本ではなかなか見ることができない、昔のアメリカの年中行事を絵本で知ることができます。もちろん、ク

リスマスも描かれています。同著者の『コーギビルのいちばん楽しい日』は、著者の子ども時代である 1920

年代のクリスマスを元に描かれているので、興味のある方は、こちらも一緒に読んでみてはいかがでしょう

か？ 

 

【所蔵】 

 『輝きの季節 ターシャ・テューダーと子どもたちの一年』ターシャ・テューダー 絵・文, 食野雅子 訳 

（メディア・ファクトリー / 1999） 909/T 絵本コーナー 

 『コーギビルのいちばん楽しい日』ターシャ・テューダー 絵・文, 食野雅子 訳 

（メディア・ファクトリー / 2002） 909/T 絵本コーナー 

 

◆『サンタクロースからの手紙』J.R.R.トールキン 著, ベイリー・トールキン編 

 『指輪物語』のトールキンが、サンタクロースになり代わり、20 年以上にもわたって４人の子どもたちに

書き送った手紙です。 

 サンタクロースは、自分の住んでいる家のこと、友人のこと、北極のことなど、楽しいこともはらはらする

ことも織り交ぜて、絵入りで手紙を書いてくれました。手紙は、サンタクロースがやってきた翌朝に家の中で

見つかったり、郵便屋さんが持ってきたりしてくれました。そして、子どもたちがサンタクロースへ宛てた手

紙は、知らないうちになくなっていたといいます。 

 徐々にサンタクロースの家には仲間たちが増えていきます。はじめのうちは助手の北極熊のことだけでした

が、雪のエルフや赤いノーム、雪人（ゆきびと）、洞穴熊、助手の北極熊の甥など…。トールキンの子どもた

ちには、サンタクロースからだけではなく、この仲間たちからの手紙も届くことがあります。 

 ゴブリンたちとの戦いの様子が描かれるのは、やはりトールキンゆえに、といったところでしょうか。 

 

【所蔵】 

 『サンタ・クロースからの手紙』J. R. R. トールキン著, ベイリー・トールキン編, 瀬田貞二訳 

（評論社 / 1976） 909/T 一般書庫内絵本コーナー 

 

♪その他、こんな作品にもクリスマスが♪ 

╋『ぐりとぐらのおきゃくさま』 中川李枝子作, 山脇百合子絵（福音館書店 / 1967）  

909/N 絵本コーナー 

…雪合戦をしていたぐりとぐらは、雪の上に大きな足跡を見つけます。それは自分たちの家に続いていて…？ 

╋《ハリー・ポッター》シリーズ  J. K. ローリング著, 松岡佑子訳（静山社） 933.7/Ro/1～7  開架 

…全巻通して、必ずホグワーツ校でのクリスマスのシーンがあります。 

╋『青いガーネット』 アーサー・コナン・ドイル 

（『シャーロック･ホームズの冒険』収録 / 河出書房新社 / 1998）933.7/Do/3 開架 

…クリスマス用のガチョウから、世間を騒がせている青いガーネットが出てきました。これが事件の発端に。 

 

 

 

 

      紹介したのはほんの一例です。 

 その他にもたくさん、クリスマスを題材にした絵本があります。 

 図書館にもかなりの冊数があります。 

 今年のクリスマスは童心に返って、絵本を読んでみてはいかがでしょうか？ 

 



 

 

 

       
 

 

 

       
 

 
 
          
 

            

            
 
 

 

2009 年 12 月 23 日（水）～2009 年 12 月 25 日（金） 

2009 年 12 月 27 日（日）～2010 年１月５日（火） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆開館時間 
・月曜日～金曜日 ９:00～19:00 

（２階ブランジングコーナー、及びセミナールーム・1 は８:30 より利用可能） 
※毎週月曜日 10:30～11:30 は礼拝時間のため閉館します。 

・土曜日 10:00～14:00 
◆閉館 
日曜日・国民の祝日・創立記念日（11 月 24 日） 

 
※臨時開館時間、及び臨時閉館の場合はホームページや掲示でお知らせいたします。 
 

お問い合わせ先 

尚絅学院大学図書館 

TEL:022-381-3440 URL: http://www.shokei.ac.jp/lib/ E-mail:library@shokei.ac.jp 


